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この冊子は、倉敷中央病院をご理解いただくとともに、皆さま方との
コミュニケーションをはかるためのものです。皆さまと当院を結ぶ
かけはしとなるように、「Ｋニュース」と名付けました。
●　　●　　●　　●

■患者本位の医療・全人医療・高度先進医療■
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院内散歩院内散歩
へぇ～、病院にこんな楽しい所があったんだ。

患者さんやご家族の方に、病気や健康につ
いてはもちろん、医療制度や福祉について
知っていただくお部屋です。
この医療情報の庭に親しみ、ご利用いただ
くことで、ご自身のあるいはご家族の病気に
ついての理解の助けとなり、またインフォー
ムドコンセントにおいて医療者との意思の疎
通が一層図れることを期待しています。
約2,500冊の書籍を中心に、雑誌、DVD
を置いています。また、インターネットを利
用して、医療・健康に関する情報検索もでき
ます。
USBメモリにご自身のカルテ情報を保存
する「マイカルテ」の運用（本誌P12ー13
に詳細記載）も始まりましたので、ご興味の
ある方は、ぜひお立ち寄りください。
利用時間帯は月曜から金曜日の午前９時か
ら午後４時までで、ボランティアの方が交代
で受付業務を行っています。

●医療情報の庭●

3
院内散歩

医療情報の庭

4

ヘルシーリビング
　心臓血管外科　　　　　　　

主任部長　小宮　達彦

大動脈瘤のはなし

14
ＱＱ車

産褥出血患者救命に向けて、
部門間連携を強化

歌の力を患者さん・ご家族に…
　八神純子さん来院、３年連続で

8
トピックス１

わが街健康プロジェクト。
　－３年目に突入、
　　初のゴールドサポーター誕生

12
トピックス２

マイカルテがスタートしました！

11
お知らせ

「みんなのくらちゅう５」完成
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の
レ
ン
ト
ゲ
ン
や
エ
コ
ー
検
査
で
疑
わ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
腹
部
大
動
脈

瘤
は
、
エ
コ
ー
検
査
を
実
施
し
て
瘤
を

確
認
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
大
動
脈

瘤
の
正
確
な
大
き
さ
を
調
べ
る
た
め
、

Ｃ
Ｔ
検
査
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
実
施
し
ま
す
。

最
も
太
い
箇
所
が
50
ミ
リ
を
超
え
て

い
る
、
も
し
く
は
半
年
間
で
５
ミ
リ
以

上
拡
大
し
て
い
れ
ば
、
破
裂
の
恐
れ
が

あ
る
た
め
手
術
を
検
討
し
ま
す
。

手
術
は
ど
の
よ
う
に

行
い
ま
す
か
？

大
動
脈
瘤
の
手
術
は
、
胸
部
や
腹
部

を
切
り
開
い
て
太
く
な
っ
た
血
管
を
人

工
血
管
に
置
き
換
え
る
「
人
工
血
管
置

換
術
」
が
一
般
的
で
す
。
胸
部
の
場
合

は
血
流
を
一
時
的
に
止
め
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
多
く
の
場
合
「
人
工
心
肺
装

置
」
を
使
っ
て
実
施
し
ま
す
。

胸
部
大
動
脈
瘤
の
手
術
で
す
が
、
当

院
の
最
近
５
年
間
の
症
例
数
は
５
７
９

例
で
し
た
。
待
機
的
手
術
４
１
１
例
で

は
手
術
死
亡
率
は
１
・
２
％
で
す
。
手

術
で
は
人
工
心
肺
装
置
な
ど
複
雑
な
手

術
方
法
を
用
い
る
た
め
、
脳
梗
塞
な
ど

の
合
併
症
が
起
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。腹

部
大
動
脈
瘤
で
は
最
近
５
年
間
で

５
２
０
例
の
手
術
が
あ
り
ま
し
た
。
待

機
的
手
術
は
４
７
７
例
で
手
術
死
亡
率

は
０
・
４
％
で
す
。
呼
吸
障
害
や
腎
機

能
が
低
下
し
て
い
る
場
合
は
悪
化
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要

で
す
。

胸
部
で
は
肋
骨
を
切
っ
た
り
、
腹
部

で
は
大
き
く
切
開
し
た
り
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
低
侵
襲
な
手
術
と
し
て
ス

テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
治
療
も
あ
り
ま
す
。

も
破
裂
に
よ
る
出
血
多
量
で
急
速
に

シ
ョ
ッ
ク
状
態
に
陥
り
ま
す
。

自
覚
症
状
は
あ
り
ま
す
か
？

大
動
脈
瘤
の
大
半
は
無
症
状
で
、
何

の
症
状
も
な
く
大
き
く
な
り
ま
す
。
動

脈
瘤
が
大
き
く
な
り
、
周
囲
の
組
織
が

圧
迫
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
症
状
が
現

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
大
部
分
は

無
症
状
の
ま
ま
破
裂
し
ま
す
。

胸
部
大
動
脈
瘤
の
場
合
は
食
道
が
圧

迫
さ
れ
て
食
べ
も
の
を
飲
み
こ
め
な
く

な
っ
た
り
、
喉
頭
へ
行
く
神
経
が
圧
迫

さ
れ
て
声
が
し
わ
が
れ
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
腹
部
で
は
拍
動
性
の
腫

れ
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

検
査
や
治
療
は
ど
の
よ
う
に

行
い
ま
す
か
？

ま
ず
胸
部
大
動
脈
瘤
で
す
が
、
胸
部

み
ま
す
。

胸
部
大
動
脈
瘤
が
破
裂
す
る
と
、
背

中
の
上
の
方
に
激
痛
が
起
こ
り
シ
ョ
ッ

ク
状
態
と
な
り
ま
す
。
腹
部
大
動
脈
瘤

大
動
脈
瘤
と
は

ど
ん
な
疾
患
で
す
か
？

大
動
脈
は
全
身
に
血
液
を
送
る
体
の

中
で
最
も
太
い
血
管
の
こ
と
で
す
。
心

臓
か
ら
横
隔
膜
ま
で
を
胸
部
大
動
脈
、

横
隔
膜
か
ら
下
の
部
分
を

腹
部
大
動
脈
と
い
い
ま
す
。

大
動
脈
瘤
と
は
、
こ
の
動

脈
が
こ
ぶ
の
様
に
ふ
く
れ

る
症
状
の
こ
と
で
す
。
動

脈
壁
の
弱
く
な
っ
て
い
る

部
分
に
発
生
し
、
血
流
に

よ
っ
て
圧
力
を
加
え
ら
れ

る
と
外
側
に
向
け
て
膨
ら

大
動
脈
瘤
の
は
な
し

心
臓
血
管
外
科　

　
主
任
部
長　

小
宮　

達
彦

胸部大動脈瘤

腹部大動脈瘤

大動脈瘤

腹部大動脈瘤手術
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人
工
血
管
置
換
術
と
侵
襲
は

ど
の
く
ら
い
違
い
ま
す
か
？

ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
は
鼠
径
部
の
小

切
開
の
み
で
手
術
を
行
う
こ
と
が
可
能

で
、
手
術
時
間
は
１
〜
２
時
間
程
度
で

術
後
の
回
復
も
早
く
、
早
期
退
院
が
可

能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
呼
吸
器
疾
患
、

脳
梗
塞
、
心
疾
患
な
ど
手
術
を
受
け
る

に
は
リ
ス
ク
が
高
い
と
い
う
理
由
で
、

従
来
の
手
術
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
患
者
さ
ん
に
対
し
て
積
極
的
に

治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

当
院
で
は
２
０
０
７
年
５
月
か
ら
胸

部
大
動
脈
瘤
、
２
０
０
８
年
か
ら
腹
部

大
動
脈
瘤
に
対
し
て
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ

ト
治
療
を
開
始
し
、
現
在
の
と
こ
ろ
成

績
は
良
好
で
す
。
最
近
５
年
間
は
胸
部

大
動
脈
瘤
１
６
３
症
例
、
腹
部
大
動
脈

瘤
２
２
９
症
例
に
対
し
て
ス
テ
ン
ト
グ

を
使
い
な
が
ら
大
動
脈
瘤
を
切
除
し
て
、

人
工
血
管
に
置
換
す
る
手
術
が
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
侵
襲
度
が
大
き
く
肺

合
併
症
や
脊
髄
麻
痺
な
ど
の
合
併
症
の

リ
ス
ク
が
あ
り
ま
し
た
。

「
ス
テ
ン
ト
」
と
は
金
属
で
で
き
た

網
目
の
筒
状
の
も
の
で
、
カ
テ
ー
テ
ル

や
内
視
鏡
を
使
っ
て
目
的
の
場
所
ま
で

挿
入
し
て
留
置
し
、
血
管
や
気
管
な
ど

を
広
げ
る
医
療
機
器
を
指
し
ま
す
。「
グ

ラ
フ
ト
」
は
人
工
血
管
の
こ
と
で
す
。

カ
テ
ー
テ
ル
操
作
に
よ
っ
て
動
脈
瘤
を

血
管
の
内
側
か
ら
治
療
す
る
手
術
法
を

「
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
」
と
い
い
ま
す
。

大
動
脈
瘤
は
切
除
さ
れ
ず
に
残
り
ま
す

が
、
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
に
よ
り
大
動

脈
瘤
へ
の
血
流
が
な
く
な
る
た
め
、
次

第
に
小
さ
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
に
つ
い
て

詳
し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
。

今
ま
で
は
大
動
脈
瘤
の
治
療
方
法
と

し
て
、
人
工
血
管
置
換
術
が
一
般
的
で

し
た
。
胸
部
下
行
大
動
脈
瘤
手
術
で
は
、

左
胸
を
大
き
く
切
開
し
人
工
心
肺
装
置

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
ほ
か
に
も

要
因
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

リ
ス
ク
因
子
と
し
て
は
、
高
血
圧
▽

60
歳
以
上
▽
男
性
▽
家
族
歴
▽
ア
テ

ロ
ー
ム
性
動
脈
硬
化
症
の
既
往
歴
▽
喫

煙
者
ま
た
は
喫
煙
歴
―
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　早
期
発
見
の
た
め
に
は
？

冒
頭
に
も
お
話
し
ま
し
た
が
、
大
動

脈
瘤
は
ほ
と
ん
ど
無
症
状
で
す
。
瘤
が

で
き
る
と
、
自
然
に
縮
小
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
他
の
病
気
の
精
査
中
に

エ
コ
ー
や
Ｃ
Ｔ
検
査
に
よ
っ
て
発
見
さ

れ
る
場
合
が
多
い
で
す
。
先
ほ
ど
挙
げ

た
リ
ス
ク
因
子
に
該
当
さ
れ
る
方
、
該

当
し
な
い
方
も
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
で
定

期
的
に
エ
コ
ー
や
Ｃ
Ｔ
検
査
を
受
け
る

こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

の
場
合
も
患
者
さ
ん
と
一
緒
に
治
療
方

針
を
決
定
し
ま
す
。

大
動
脈
瘤
の
リ
ス
ク
因
子
は

何
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
か
？

大
動
脈
瘤
は
動
脈
硬
化
が
関
係
し
て

ラ
フ
ト
治
療
を
実
施
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
大
動
脈
瘤
の
形
態
や
場
所

が
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
治
療
に
適
さ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場

合
は
リ
ス
ク
評
価
を
行
い
従
来
の
手
術

方
法
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ 胸部大動脈瘤手術

胸部大動脈

胸部ステントグラフト

動脈瘤

胸部大動脈瘤ステントグラフト治療

動脈瘤内の
腹部ステントグラフト

腹部大動脈瘤ステントグラフト治療
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つ
け
た
い
」「
き

び
だ
ん
ご
を
友

達
と
一
緒
に
食

べ
な
が
ら
、
わ

が
プ
ロ
の
話
を

し
た
い
」
と
コ

メ
ン
ト
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
ド
サ

ポ
ー
タ
ー
の

方
々
は
「
考
え

る
」
ス
テ
ッ
プ

を
達
成
さ
れ
ま

し
た
。
贈
呈
し

た
グ
ッ
ズ
を
用

頃
か
ら
で
き
る
呼
吸
機
能
強

化
法
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。「
歳
の
せ
い
」
で
は

な
い
息
切
れ
と
し
て
「
Ｃ
Ｏ

Ｐ
Ｄ
」
を
話
題
に
取
り
上
げ
、

患
者
さ
ん
の
声
も
交
え
て
お

話
し
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

患
者
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
ス

テ
ー
ジ
に
お
け
る
リ
ハ
ビ
リ

に
多
施
設
が
連
携
し
て
か
か

わ
っ
て
い
る
こ
と
も
伝
え
ま

し
た
。
日
々
の
「
活
動
」
が

健
康
の
秘
訣
、「
禁
煙
」
こ

た
と
き
、

そ
の
症
状

を
ど
の
よ

う
に
考
え

た
ら
よ
い

の
か
、
咳

を
伴
う
さ

ま
ざ
ま
な
呼
吸
器
疾
患
に
つ
い
て
、
わ

か
り
や
す
く
解
説
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
今
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
で
ワ
ク
チ
ン
予
防

接
種
が
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
て
い
る
肺
炎

球
菌
や
肺
が
ん
に
つ
い
て
も
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。
21
世
紀
の
医
療
の

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
一
つ
の
病
院
で

完
結
す
る
の
で
は
な
く
病
院
が
機
能
分

化
し
て
地
域
で
患
者
さ
ん
を
診
る
「
地

域
完
結
型
医
療
」
に
つ
い
て
も
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

水
田
先
生
の
講
演
で
は
、
タ
バ
コ
と

息
切
れ
の
関
係
、
呼
吸
リ
ハ
ビ
リ
、
日

い
て
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
「
広

め
る
」
に
挑
戦
す
る
こ
と
で
、

多
く
の
地
域
住
民
の
方
々
に

地
域
医
療
の
現
状
を
知
っ
て

い
た
だ
き
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
街
づ
く
り
を
一
緒
に
考

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

 

呼
吸
器
疾
患
を
テ
ー
マ
に
２
題
講
演

今
回
は
倉
敷
市
立
児
島
市
民
病
院 

院
長 

江
田 

良
輔 

先
生
が
「
長
引
く
咳

に
ご
用
心
！ 

〜
も
っ
と
知
ろ
う　

肺

の
病
気
〜
」、
倉
敷
紀
念
病
院 

リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科 

理
学
療
法
士 

水
田 

泰
博 

先
生
が
「
そ
の
息
切
れ
、
年
齢

の
せ
い
⁈
呼
吸
リ
ハ
ビ
リ
で
息
切
れ
軽

減
」
と
題
し
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

江
田
先
生
の
講
演
で
は
、
咳
が
続
い

２
０
１
５
年
11
月
６
日
、

「
わ
が
街
健
康
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
。」︵
わ
が
プ
ロ
︶
の

第
９
回
講
演
会
を
倉
敷
市

民
会
館
で
開
催
し
、
倉
敷

市
を
中
心
に
市
民
の
方
々

１
９
５
人
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

わ
が
プ
ロ
で
は
参
加
回

数
等
に
応
じ
て
ブ
ロ
ン
ズ
、

ゴ
ー
ル
ド
、
プ
ラ
チ
ナ
と

ス
テ
ッ
プ
が
上
が
る
ラ
ン

ク
ア
ッ
プ
制
度
を
設
け
て

い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
講

演
会
に
通
算
６
回
と
サ

ポ
ー
タ
ー
ズ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
２
回
参

加
さ
れ
、
要
件
を
満
た
し
た
43
人
が
初

め
て
ゴ
ー
ル
ド
サ
ポ
ー
タ
ー
に
認
定
さ

れ
ま
し
た
。
講
演
会
前
に
実
施
し
た

先
行
認
定
式
で
は
、
ゴ
ー
ル
ド
サ
ポ
ー

タ
ー
に
贈
呈
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
き
び

だ
ん
ご
や
マ
ス
キ
ン
グ
テ
ー
プ
、
缶

バ
ッ
チ
、
サ
ポ
ー
タ
ー
名
の
入
っ
た
名

刺
、名
札
ケ
ー
ス
を
初
披
露
、ど
の
グ
ッ

ズ
に
も
ロ
ゴ
や
倉
敷
市
の
街
並
み
が
プ

リ
ン
ト
さ
れ
て
お
り
、会
場
か
ら
は「
す

ご
い
」
な
ど
と
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

代
表
し
て
２
人
の
ゴ
ー
ル
ド
サ
ポ
ー

タ
ー
に
登
壇
い
た
だ
き
、「
学
ん
だ
こ

と
を
広
め
、
自
身
も
健
康
維
持
に
気
を

　   

わ
が
街
健
康
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

―
３
年
目
に
突
入
、
初
の
ゴ
ー
ル
ド
サ
ポ
ー
タ
ー
誕
生　
　

江田先生

水田先生

きびだんご

マスキングテープ

缶バッチ

名刺と名札ケース
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☆

おしらせ☆

そ
最
強
の
治
療
法
、
筋
ト
レ
で
息
切
れ

は
軽
減
で
き
る
と
会
場
に
呼
び
か
け
ま

し
た
。 

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
声

か
け
が
嬉
し
い
、
丁
寧
な
対
応
に
ほ
っ

と
す
る
、
と
い
う
感
想
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。「
カ
ー
ド
に
ス
タ
ン
プ
を
押

し
て
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
で
き
る
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
と
り
こ
で
、
毎
回
楽
し
み

に
参
加
し
て
い
ま
す
」
と
い
う
声
も
あ

り
ま
し
た
。
活
動
を
支
え
て
く
だ
さ
る

サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
い

よ
い
よ
３
年
目
に
突
入
し
ま
し
た
。

毎
回
ご
好
評
い
た
だ
い
て
い
る
血
糖

値
や
骨
密
度
の
測
定
、
各
種
相
談
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
た
「
健
や
か
ブ
ー
ス
」
も

講
演
会
の
前
に
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、

興
味
を
お
持
ち
の
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

地域医療連携の取り組みを紹介する冊子「みんなのく
らちゅう５」が完成し、外来や病棟などで無料配布して
います。ぜひご覧になっていただければと思います。
これまで発行した「みんくら」とは雰囲気を一新し、

初の試みとして写真を使用して、より地域連携を身近に
感じていただける冊子を目指しました。内容をシンプル
にしたことでさらに読みやすく、分かりやすいものになっ
ています。
かかりつけ医をテーマに構成しています。普段の全身

状態をよく知っている総合医としてのかかりつけ医を持
つことで、病気の早期発見や予防、日常のアドバイスを
もらえる点を紹介しています。また、急性期病院と回復
期・リハビリ病院との役割の違いや連携などについても
記載しています。
2011年に「連携」をテーマとして第１弾を発行し、地
域住民の方々が理解しにくい病院の機能分化や、その仕
組みの中での当院の役割について説明をしてきました。今
回で第５弾となり、ますます進化しています。ご意見・ご
感想などございましたら、地域医療連携室の窓口（１－８
総合相談・地域医療センター 外来中央玄関すぐ横）ま
でよろしくお願いいたします。

「倉敷版の地域包括ケアシステム構築に向けて」
倉敷市 保健福祉局参与 健康福祉部長　吉田 昌司　先生

講 演①

次回第10回講演会は 参加無料

「医療機関と上手に付き合う」講 演②
倉敷中央病院　地域医療連携室　宮脇 理美　先生

倉敷市民会館　大会議室2F
2016年2月9日（火）14:00～

「みんなのくらちゅう５」が
完成しました！

当
院
や
共

催
の
医
療
機

関
、
公
民
館

な
ど
に
配
布

し
て
い
る
チ

ラ
シ
の
裏
面

が
申
し
込
み

用
紙
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

不
明
な
点
な

ど
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
わ
が
プ
ロ
事
務
局
︵
倉
敷
中

央
病
院
地
域
医
療
連
携
室
：
℡
０
８
６

︲
４
２
２
︲
５
２
１
８
︶
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

第
11
回
講
演
会
は
５
月
20
日
︵
金
︶

の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は

次
回
４
月
に
発
行
す
る
Ｋ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
で

お
伝
え
し
ま
す
。



13 12

NEWS
NO.26

T
O
P
I
C
S 

2

マイカルテが スタートしました！
患者さんがＵＳＢメモリにご自身のカルテ情報を保存 し、活用していただくことが可能になりました。
普段の治療では、患者さんご自身が体調管理の主役で す。ご自身の情報をＵＳＢメモリに保存し、自宅で閲覧
したり、かかりつけ医に情報提供できたりするシステム を開設しました。
患者さんにご用意いただくものはＵＳＢメモリ（他の データが入っていないもの）と診察券です。保存機器は
医療情報の庭（開室９：00～16：00）に設置しています。
カードリーダーに診察券を通し、ＵＳＢメモリを差込 口へ差し込み、画面の案内に従って簡単な操作をするだ
けで保存できますので、ご興味のある方は、ぜひご利用 ください。

マイカルテで保存できる情報や使用方法の例
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を運ぶ（お伝えする）コーナーです。

2015年12月３日、
「みずいろの雨」
「パープルタウン」
などのヒット曲で
知られる八神純子
さんが来院、当院
緩和ケア病棟クレ
モナホールと大原
記念ホールで歌声
を披露されました。八神さんは「歌で患者さんに力を」
と、2013年から３年連続で来院されています。
緩和ケア病棟コンサートは、きよしこの夜をアカペ

ラで歌いながら入場。今年はカラオケにピアノ演奏を
あわせて歌われ、会場に集まった患者さん・ご家族・
関係者が歌声に耳を傾けました。八神さんは終始親し
みやすい雰囲気で、ご自身と同じ音楽の道に進むこと
を決めた息子さんへの想いや、笑顔が与える力につい
てなどのお話とともに「みずいろの雨」「Mr.ブルー」
など７曲を熱唱されました。コンサート後には、患者さ
んお一人ずつに声をかけて握手、写真撮影に応じたり、
会場に来られなかった方のお部屋を訪問したりと、温
かく心通うひとときをプレゼントしてくださいました。
会場を大原記念ホールに移してのウィンターコン
サートでは９曲を熱唱。最後の曲「スマイル」では、
アカペラで歌いながら会場をゆっくり巡り、来場者に

声をかけ、握手
するサプライズ
もありました。
屋外は寒風が吹
いていました
が、会場には温
かい空気が満ち
ました。

2015年12月12日、産褥大量出血事例を想定した合
同受け入れ・処置対応訓練を実施しました。救命救
急センターに患者が到着した時点から始まり、手術
センターへの搬送、その後の止血処置を多職種でシ
ミュレーションしました。
出産時に大量出血した妊産婦の救命は厳しく、妊
産婦死亡原因の1位は産科危機的出血（20％強）です
（※厚生労働省科学研究費補助金「周産期医療と他領
域との効果的な協働体制に関する研究」より）。訓練
には、産婦人科医師、助産師、麻酔科医師、救命救
急センター（医師、看護師）、手術センター（看護師、
臨床工学技士）が参加。近隣の産婦人科医院から当
院へ産褥搬送依頼が入ったと想定して行いました。
医院からの連
絡とともに産科
医・助産師・救
急スタッフが受
け入れ準備に入
りました。受け
入れ後は止血処
置・全身状態の
管理・輸血の
流れなどを確認しました。産科医が診察の上、経腟
的な止血操作が必要と判断、手術室での処置を決定
し、輸血の手配や手術センターへ連絡しました。手
術室では麻酔科医、手術室看護師、臨床工学技士が
必要な器具などをセットし、患者を受け入れると、
速やかにモニターを装着しました。その後止血が奏
功、手術室での経過観察後に集中治療室へ入室検討
となったとして訓練を終えました。
訓練を通じ、受け入れ時に優先する処置などの確
認や、救命に向けた部門間連携の強化などを図るこ
とができました。

産褥出血患者救命に向けて、
　部門間連携を強化

歌の力を患者さん・ご家族に…
　八神純子さん来院、３年連続で
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倉敷中央病院

倉敷中央病院の役割は？
当院は地域の診療所や病院から紹介のあった緊急・重
症な患者さん、救急搬送された患者さんを中心に、入
院や手術など高度で専門的な医療を24時間体制で提供
する急性期病院です。症状が安定されましたら、お近
くの医院をご紹介させていただきます。紹介元の先生
よりご依頼があれば、いつでもフォローいたします。

かかりつけ医を持ちましょう
かかりつけ医は当院の医師と違う視点で病気を管理す
ることができ、十分な時間を取っての相談も可能で
す。かかりつけ医を持つことは患者さんにとって大き
な利点があります。入院や手術など高度で専門的な医
療が必要と判断された場合、紹介状を作成されますの
で当院を受診してください。当院での検査や治療が終
了しましたら、当院主治医からかかりつけ医に治療結
果を報告しますので、かかりつけ医で継続した治療を
受けていただきます。

〒710-8602　岡山県倉敷市美和1丁目1番1号
TEL.（086）422-0210㈹　FAX.（086）421-3424
http://www.kchnet.or.jp

倉敷中央病院 かかりつけ医

地域医療機関・
救急を支える病院

専門的な検査や治
療が必要なときは
倉敷中央病院へ

病状が安定したら
かかりつけ医へ
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この冊子は、倉敷中央病院をご理解いただくとともに、皆さま方との
コミュニケーションをはかるためのものです。皆さまと当院を結ぶ
かけはしとなるように、「Ｋニュース」と名付けました。
●　　●　　●　　●

■患者本位の医療・全人医療・高度先進医療■




